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（１） 令和２年２月２８日         わ た し 船                第４０号 

 
 
 

校
長 

加
藤 

美
紀 

 

校
長
室
に
か
け
て
あ
る
日
め
く

り
に
、
「
仲
間
が
い
れ
ば
、
可
能
性

は
無
限
大
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き

出
す
た
め
の
営
み
に
つ
い
て
、
本
校

で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
、「
自

分
の
思
い
や
考
え
に
自
信
を
も
ち
、

他
者
と
関
わ
り
合
う
子
の
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
、
職
員
が
研
修
を
積
ん
で

き
ま
し
た
。
「
自
分
の
考
え
に
自
信

を
も
て
る
」
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
指
導

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。「
他
者

と
関
わ
り
合
え
る
」
よ
う
に
、
教
師

支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
日
々
の

授
業
の
中
で
工
夫
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
学
校
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、「
授
業

が
よ
く
わ
か
っ
て
楽
し
い
」
と
回
答

し
て
い
る
児
童
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

具
体
的
な
授
業
の
様
子
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
一
年
国
語
科
「
サ 

ラ
ダ
で
げ
ん
き
」
の
学
習
で
は
、

本
文
中
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、

動
物
た
ち
の
気
持
ち
や
様
子
を

読
み
取
り
、
そ
れ
を
交
流
し
て
、

考
え
を
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
六

年
社
会
科
で
は
、
「
江
戸
時
代
の

町
人
の
文
化
と
新
し
い
学
問
」
に

つ
い
て
、
調
べ
学
習
を
基
に
自
分

の
考
え
を
も
ち
、
交
流
す
る
こ
と

で
江
戸
時
代
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
ど
の
学
年
に
お

い
て
も
、
個
々
の
思
い
を
一
生
懸

命
に
友
達
に
伝
え
た
り
、
友
達
か

ら
受
け
取
っ
た
り
す
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
人

一
人
に
活
躍
の
場
が
保
障
さ
れ

て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
姿

が
あ
り
ま
し
た
。 

令
和
二
年
度
か
ら
、
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
く
学
習
や
新
し

い
三
学
期
制
が
始
ま
り
ま
す
。
学

校
で
は
そ
の
準
備
を
着
々
と
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
下
条
っ

子
が
、
仲
間
と
の
交
流
の
中
で
、

可
能
性
を
大
き
く
伸
ば
し
、
広
げ

て
い
け
る
よ
う
に
、
今
後
も
、
更

な
る
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

度
も
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

に
、
温
か
い
ご
支
援
を
た
く
さ
ん

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

下
条
っ子
の 

無
限
の
力
を
求
め
て 

豊

橋

市

立

下

条

小

学

校 
 
 

 

下条東町西浦４１ 

TEL ８８－２３５０ 

FAX ８７－１０１１ 

   

教
務
主
任 

齋
藤
芳
樹 

 
令
和
元
年
は
「
ワ
ン
チ
ー

ム
」
と
い
う
言
葉
を
本
当
に
よ

く
聞
き
ま
し
た
。
ご
存
知
の
と

お
り
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し

た
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
す
。 

 

こ
の
言
葉
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
「
み
ん

な
で
」
と
い
う
視
点
で
、
下
条

小
学
校
の
ワ
ン
チ
ー
ム
を
探

し
て
み
ま
し
た
。 

 

授
業
の
中
で
ワ
ン
チ
ー
ム
。

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
問
題
を
考
え
ま
し

た
。
食
農
活
動
で
ワ
ン
チ
ー

ム
。
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で

農
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

行
事
の
中
で
も
ワ
ン
チ
ー
ム
。

運
動
会
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
方
々

が
学
校
へ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

 

四
月
か
ら
、
新
学
習
指
導
要

領
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。
学

校
、
家
庭
、
地
域
が
協
力
し
合

っ
て
教
育
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
一
段
と
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
家
庭
や
地

域
の
皆
様
と
ワ
ン
チ
ー
ム
に

な
っ
て
、
大
切
な
下
条
っ
子
を

伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ワ
ン
チ
ー
ム 

下
条 

http://www.toyohashi-c.ed.jp/gejou-e/         e-mail gejo-e@toyohashi.ed.jp 

（４）令和２年２月２８日         わ た し 船                第４０号 

Ａ ：そう思う（はい）　　 Ｂ ：どちらかというとそう思う

Ｃ ：どちらかというとそう思わない) Ｄ：そう思わない（いいえ）

よ り よ い 学 校 経 営 を め ざ し て 

 設問①では，児童と保護者ともに，肯定率が 85％程度となり
ました。学校では，「朝読書」や「あじさい読書週間」,「梅の花
読書週間」などで，子どもたちの読書への興味・関心を高めてい
きます。ご家庭でもご協力ください。 
 
 

 設問②では，児童と教職員の肯定率は 90％以上ですが，保護
者は約 89％でした。子どもたちが「～がわかって楽しい」「～が
できるようになって楽しい」と言えるように，個々に達成感を
味わわせるような授業改善に取り組んでいきます。 

 設問③では，保護者の肯定率は高いものの，児童は「早寝早
起き」に関しては，肯定率は 80％ほどで，苦手意識があるよう
です。学校保健委員会でも，早寝早起きについては課題が残る
という報告がありました。今後も，元気アップ週間での取り組
みをもとにし，学校と家庭が協力して指導をすすめていきたい
と考えます。 

 設問④では，児童の肯定率が 80％に向上しました。本年度
も，縦割り班での農園活動や遠足，集会活動では，異なる学年
の児童への気遣いや優しさにあふれていました。今後は，お互
いのよさを認めていくような振り返りの時間も大切にしていき
ます。 

 設問⑤では，昨年度より保護者・児童とも肯定率が上がり，
95％を超えました。これからも，学校での子どもたちの様子を
お伝えしつつ，保護者の方々が，いつでも相談しやすい雰囲気
づくりを心がけてまいります。また，無記名のアンケートを実
施し，児童が気にしていることや困り感を把握する取り組みを
継続していきます。 

 設問⑥では，保護者と教職員ともに肯定率は高く，教職員の
思いが，保護者に届いているように感じます。今後も児童のが
んばる姿を，各種おたよりでお知らせしていきます。これらの
おたよりは，ホームページにも掲載してありますので，ぜひご
覧ください。 

下条小学校を支えてくださってありがとうございます 

対話と朱書きで 
学びを支える 

学校って楽しいね 

 

mailto:gejyo-e@toyohashi.ed.jp

